
岩手県救急安心センターの開設に伴い、
いわて発熱等相談センターを廃止します。

急な病気やケガで

迷ったら電話で相談

緊急時は迷わず119番へ

シャープ なな いち いち きゅー

すぐに 夜間だけど

®わんこきょうだい

病院

# 8 0 0 0小児救急
医療相談

15歳未満のお子様の
急な病気やケガで困ったら

看護師等が相談に対応します

24時間・365日24時間・365日

※県内全域で利用可。 いずれも通話料がかかります。019-656-1774ダイヤル回線・IP電話は

救急車

4/14/1火4/14/1火令和7年 から

岩手県
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岩手県救急安心センター

県民医療相談センター
平日・日中 （9時～12時、13時～16時）

019-629-9620

ダイヤル回線・IP 電話は
019-605-9000# 8 0 0 0

小児救急医療相談

午後7時から
翌朝午前8時まで電話対応時間

15歳未満のお子様の急な病気やケガで困ったら

365日
対応

相談する医療機関に迷う場合や
「かかりつけ医」がない場合のご相談は

令和7年4月1日（0時）から救急医療の電話相談窓口を開設します。
それに伴い、いわて発熱等相談センターは令和7年3月31日を以て廃止いたします。

シャープ なな いち いち きゅー

ダイヤル回線・IP電話は
019-656-1774
※県内全域で利用可。いずれも通話料がかかります。

24時間365日対応

相談できないもの

相談内容

服薬、治療方針、介護相談、健康相談、育児相談、
セカンドオピニオンなど

救急電話相談、小児救急医療相談
新型コロナウイルス感染症に関する相談
（これまでの発熱等相談にも対応）

緊急時は
迷わず
119番へ

＃に続いて7119を押してください

本県の救急車による搬送人
数は年々増加しており、令和
4年には５万人を超え、軽症
割合が４割以上となっていま
す。緊急性が高いときには救
急車の要請を、そうでないと
きは症状等に応じたタイミン
グで医療機関を受診するこ
とで、緊急性の高い方へいち
早く医療が行き届くようにな
ります。（出典：令和４年版消防庁救急救助の現況及び令和４年県防災消防年報）

救急搬送人員に占める軽症者数の割合（令和4年）

軽症者数：21,285人（42.1％）
令和4年

救急搬送人員
50,550人

軽症者が
4割以上

うち軽症者

救急搬送人員
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®わんこきょうだい



 

 

 

             感染症の動向     
岩手県感染症情報センター岩手県感染症週報令和７年第 51 週（12 月 15 日～12 月 21 日）より抜粋 

 

【百日咳】 

 岩手県では 2025 年に入って報告数が増加しています。2025 年第１週から第 51 週までの報告

数は速報値（※）で 1,489 例であり、2018 年以降で 2025 年が過去最多の報告数となる見込みで

す（図１及び図２）。 

 

 （※）データは報告数集計の速報値として公開するものであり、後日感染症発生動向調査週報、さらには確定

データとしての年報において修正される場合があります。 

地域別でみると、今年は盛岡市、県央、久慈地区で報告が多くなっています（表１）。年齢階層

別でみると、最も多いのが 10 代で、全体の約半数を占めています（表２）。 

百日咳の対策については、特に重症化予防の観点から、定期接種の対象年齢（月齢）に達した

乳児はすみやかに百日咳抗原含有ワクチンの接種を受けることが最も重要です。また、地域で百

日咳が流行している状況下では、特に乳児や妊婦が周辺にいる、成人を含む小中高生より上の年

代において、長期の咳が持続する場合は、百日咳の可能性を念頭においた医療機関の受診や予行

動をとってください。 
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図３ 第 51 週の保健所管内別状況 

図１ 岩手県のインフルエンザの発生状況 

図２ 第 50 週の保健所管内別状況 

【インフルエンザ】 

  岩手県では、例年 11 月下旬から 12 月頃に流行入りし、１月から３月頃に患者数が増加しま

す。コロナ禍であった 2020/21 シーズンの報告数は患者実数（※注）で６人、2021/22 シーズン

は同９人で、流行開始の目安である定点当たり患者数 1.0 人を上回ることなく低調でした。

2024/25 シーズンは第 46 週に流行入りし、第 51 週に警報値（30 人）を超え、第 52 週にピーク

（45.94 人）となりました。2025/2026 シーズンは、第 41 週に流行入りしました。第 44 週には

注意報が、第 45 週には警報が発令されました。 

 主な感染経路は、咳やくしゃみ、会話などから発生する飛沫による感染（飛沫感染）と、飛沫

の付着物に触れた手指などを介した接触感染です。予防には、マスク着用などの咳エチケットに

よる飛沫感染対策と、手洗いによる接触感染対策が挙げられ、この他にワクチン接種が効果的で

す。ワクチンによる予防効果が現れるまでに２週間程度かかるため、早めの接種が勧められます。 
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